
令和２年度

飛騨市一般会計予算（補正第４号）の概要





７月補正予算（一般会計補正第４号）のポイント

　　　合併後最大規模となった建物火災の復興に向けて、当該用地を購入し安全対策など周辺環境を保全することで周辺住民の安全安心を確

■総務費

　＜船津火災復興費＞

施策や被災者の生活再建に向けた支援を講じるための経費等をあわせ、総額７千４百万円を追加し、補正後の予算額は２１３億３千

　＜財産管理費＞

　　　外出自粛の段階的な緩和を受けて徐々に公共施設の利用も増えてきたことから、来客用カウンターに必要となるアクリル板設置や消毒

　　あわせ１千万円を計上し、「コロナと共に生きる生活」に対応してまいります。

　今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染防止における外出自粛の段階的な緩和から徐々に経済活動が回復している中で、バス

・タクシーや仕出し、宴会、酒小売業など需要回復の兆しがみえない業種について「誰一人取り残さない」という考えのもと、新型

コロナウイルス緊急対策第７弾として既存施策の期間延長や要件を緩和するほか、きめ細かい新規施策を複層的に講じ、すみやかに

対処してまいります。このほか、令和２年５月２４日に神岡町船津地内で発生した合併後最大規模となった建物火災の復興にかかる

　　剤、非接触型体温計など感染防止対策費用に加え、夜間利用においては換気対策を講じる上で必要となる網戸設置（虫対策）等の費用を

■民生費

８百万円（前年同期＋１３．７％）となりました。

　＜児童福祉総務費＞

　　　子育てと仕事を一人で担う低所得のひとり親世帯に対して、１世帯あたり最低５万円の臨時特別給付金を支給するほか、新型コロナウ

　　イルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど収入の減少が生じた世帯には更に上乗せをして支給いたします。これらの給付金と電算

　　保するほか、被災者が生活再建に向けた資金の確保ができるよう所要額２千４百万円を計上し、早急な再建に取り組んでまいります。

　　システム改修費など事務経費も合わせた１千３百万円について、国庫補助金を財源として計上しました。
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　　を条件に、貸切バスを利用した旅行等に最大５万円補助するほか、貸切バスを利用して市内での宿泊や昼食などの旅行商品を企画実施し

　　関連経費１千２百万円を計上することで、安全安心に地域コニュニティ活動を再開いただくとともに経済活動にも波及させてまいります。

　　組みます。このほか、手続きが煩雑なことから国や県などへの補助金申請に消極的な事業者を支援するため、社会保険労務士による相談

■商工費

　＜観光費＞

　　会を行うとともに、個別に社会保険労務士等に申請代行を依頼される事業者に対して、市がその一部を支援する制度に２百万円を計上し

　　たしました。今後は、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の追加交付や普通交付税等もあわせて、９月補正予算にて

　　た際に２万円を補助する制度に１千５百万円を計上し、市内バス事業者への支援を図ります。

　　　今回の補正に必要な財源については、火災復興費に相当する経費は予備費での減額調整をした上で、確定した純繰越金をもって調整い

　　全体を調整する予定としています。

　　ました。

　　　バスやタクシー事業者における感染対策費用も新たに支援するとともに、感染対策が不十分な市内店舗等への対策として、市が認定し

　　たコーディネーター監修による対策を講じた際には補助金限度額を引き上げるなどの施策に２千２百万円を計上し、更なる防止策に取り

■総括事項

　　　３密を避けられないことから未だ需要の回復が見込めないバス旅行等について、適切な感染予防対策を講じたバス及び旅行であること

　＜商工振興費＞

■教育費

　＜公民館費＞

　　　コロナウイルス感染防止の観点からイベントや敬老会など地域活動の開催が見送られ、仕出しや酒小売業などへの影響も大変大きくな

　　っています。そのため、地域集会施設等における感染防止対策の費用に加え、さらにその後の懇親会費用の一部も支援する制度を創設し、



（単位：千円）

29,899,727

一般会計

財源内訳

予　算　総　括　表

会計

01

一般財源その他地方債国県支出金補正後予算額補正予算額補正前予算額

(%)(%)(%)

0

73,952

特別会計合計

71.3021,264,413

構成比

合　　　　　　計

8,561,362

29,825,775

構成比

100.0073,952 21,338,365

増減率

0.35 0013,260

0

0 60,6920

60,692

8,561,362 000

13,260
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会計　一般会計 歳入 （単位：千円）

13,260 0 0 60,692合　　　　　　計 21,264,413 73,952 21,338,365

12.97 60,692繰越金 468,100 2.20 60,692 82.07 528,792

20

0.33 13,260 0国庫支出金 3,976,287 18.70 13,260 17.93 3,989,547

15

その他 一般財源款 補正前予算額 構成比 補正予算額 構成比 補正後予算額 増減率 国県支出金 地方債

予　算　総　括　表

(%) (%) (%) 財源内訳



会計　一般会計 歳出 （単位：千円）

予　算　総　括　表

(%) (%) (%) 財源内訳

款 補正前予算額 構成比 補正予算額 構成比 増減率 国県支出金 地方債 その他 一般財源補正後予算額

02

03

総務費 4,757,069 22.37 34,462 46.60 0.72 34,4624,791,531

民生費 4,166,092 19.59 13,260 17.93 0.32 13,260 04,179,352

07

商工費 1,613,568 7.59 38,692 52.32 2.40 38,6921,652,260

10

0.76 12,0001,596,297教育費 1,584,297 7.45 12,000 16.23

予備費 50,000 0.24 △24,462 △33.08

13

△48.92 △24,46225,538

60,692合　　　　　　計 21,264,413 73,952 21,338,365 13,260 0 0
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